2014年2月3日
会員各位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本広報学会

理事長　清水　正道
2014年度新規「研究部会」「自由研究」公募について

当学会では、学会活動の一つの柱として、研究会活動を行ってまいりました。2006年度にこれを明文化し、「日本広報学会研究活動規程」にまとめ、これに従って運営してきましたが、これを最近の学会内外環境変化に伴い、2010度添付ファイルのように改定版を纏めました。
つきましては、添付ファイル①「研究活動規程」をご参照の上、添付ファイル②「2014年度『研究部会』『自由研究』研究計画書（2頁もの）」に必要事項をご記入いただき、締切日までに事務局宛にご提出ください。積極的なご提案をお待ちいたします。

なお、研究部会の研究期間は2年間ですので、2013年度から始まった研究部会は新年度に計画書再提出の必要はありませんが、自由研究の研究期間は原則１年間ですので、新年度に研究活動を継続される場合には再度、計画書の提出をお願いします。

また、2009年度より研究会運営委員会が主宰し、各研究主査・責任者に参集していただき中間報告会を開催することにいたしました。（実際にはスケジュール調整上の問題もあり、毎年度報告書提出で代替しております。）さらに、研究活動助成費の支給は原則年2回に分け、年度初めと中間報告会後に行うことにしています。尚。報告書作成は研究活動助成費とは別枠として、20万円の範囲内で実費を支給いたします。また、研究会活動の更なる活性化と広報に向け、自由研究については毎年度の研究発表大会での報告が求められ、また、中間においても、研究部会については終了直後の研究発表大会での発表が義務とされており、その他の研究発表大会においての報告が推奨されます。以上の4点をお含みの上、ご応募ください。

敬具

記

1. 研究活動応募方法

応募される方は、添付ファイル①「研究活動規程」を参照の上、添付ファイル②「2014年度『研究部会』『自由研究』研究計画書」の様式に従って、下記(1)～(2)の中より研究活動の種別を選択し、必要事項を記入して、必ず電子データで事務局までご提出ください。

なお、2014年度研究計画書の様式を電子データで入手ご希望の方は、当学会ホームページよりダウンロードされるか、事務局にお申し出いただけばメール添付で送信いたします。

(1)研究部会 (記載項目：部会長、研究テーマ、主要ﾒﾝﾊﾞｰ、研究計画、研究費用内訳等)

(2)自由研究 (記載項目：AあるいはBの選択、主査又は責任者、研究テーマ、研究方法・
計画、研究ｽｹｼﾞｭｰﾙ、研究費用内訳等)

2. 申込締切

2014年3月10日(月)　

3. 提出先

日本広報学会事務局

　　〒101-0064　東京都千代田区猿楽町2-2-7　第二浦野ビル402

　　Tel.03-5283-1104　Fax.03-5283-1123　　　E-mail jsccsty@gamma.ocn.ne.jp
＊その他ご不明の点は、上記事務局までお問合せ下さい。

以上

